
１２月の行事予定
※ １２月の安全指導…３の２

１日(火)校内人権週間(～４日)，人権に関する学習
２日(水)人権集会
３日(木)ＰＴＡ防犯パトロール(３の１)
４日(金)持久走大会，学級ＰＴＡ，餅つき(５年生)
５日(土)市子ども会大会
６日(日)市小学生ドッジボール大会

ふれあいフェスタ(ＰＴＡバザー，金管バンド出演)
７日(月)まつぼっくり読み聞かせ（２組）

持久走大会予備日
１２日(土)命の日
１３日(日)ＰＴＡリサイクル活動(予備２０日)，門松作り
１４日(月)スクールカウンセラー来校(午後)
１５日(火)幼小中合同避難訓練
１６日(水)代表委員会，児童保健委員会
１７日(木)市来クリーン作戦(５・６年)
１９日(土)ＰＴＡ防犯パトロール，青少年育成の日
２０日(日)家庭の日
２４日(木)終業式，大そうじ，集団下校(給食あり)
２６日(土)～２７日(日)県合奏祭(宝山ホール)
２８日(月)仕事納め

１月の主な行事予定

８日(金)始業式(給食あり)，集団下校
１３日(水)鹿児島学習定着度調査(５年生，１４日まで）
２０日(水)ＣＲＴ標準学力検査(１～６年 ２１日まで)
２３日(土)県ＰＴＡ研究大会(アクアホール)

大切に使います

入賞おめでとう

県民週間、 ありがとうございました学校だより
２０１５

１１月上旬の「地域が育む『鹿児 市婦人会の皆様から，バザーの収
島の教育』県民週間」には，多数お 益金を寄付していただきました。学
越しいただき，ありがとうございま 校の図書購入のために役立ててほし
した。６日(金)には，４年生が地域 いと，毎年市内の小中学校に贈って

いちき串木野市立市来小学校 平成２７年１１月 の高齢者の方々との交流活動を行い いただいています。温かい善意を有
http://www12.synapse.ne.jp ました。竹を使ったおもちゃや数珠 効に使わせていただきます・図書委

TEL ３６－２００６ FAX ３６－４６２５ の実を使ったお手玉，「がね」の天 員会の児童から，お礼のメッセージ
ぷら料理を優しく教えていただき を書いた色紙を渡しました。 ありがとうございました

人権について考えましょう お手玉作りを教わる児童 ながら一緒に作りました。
～自尊感情・自己有用感・思いやりの心～ （敬称略）

市社会科作品コンクール
校長 内 田 純 隆 特 選 ３年 奥ノ園 芽依 ３年 赤﨑 乙葉

12月４日から12月10日は「人権週間」です。 11月15日，学習発表会を開催

市来小学校でも，11月30日から12月４日までを校内人権週間 しました。日曜参観日で，多く 税に関する作品コンクール
に設定し，人権意識を高める取組を行います。 の方々が見守る中，子どもたち 習字の部 優秀賞 ３年 平川 義経

人権とは，何でしょう。人権擁護推進審議会答申（平成11年 も張り切って劇や音楽，体育な 学 校 賞 市来小学校
７月）によると「人々が生存と自由を確保し，それぞれの幸福 どこれまでの学習や練習の成果
を追求する権利－それが人権である。」と言っています。また， を披露しました。また，図画や
人権教育の指導方法等の在り方について（第３次とりまとめ） 習字，家庭科やクラブ活動の作
によると「人が生まれながらに持っている必要不可欠な権利」 品展示も行い，学びの様子を知

と言っています。これらを踏まえ，学校では，子どもたちに「人 っていただく機会となりました。 ２年生の音読劇「スイミー」

権とは，人がよりよく生きていく権利であり，だれもがもって 鹿児島県で開催された国民文化祭にも，子どもたちが参加しま
いる権利である。そのためには，自分を大切であることを認め した。金管バンドは，11月８日に鹿児島アリーナで，県内の楽団
るとともに，他の人の大切さを認めることが重要である。」と 400 人が集まってのマーチング・バトントワリングの祭典に出演
説明しています。 しました。他の小中高校生や大人と一緒に演奏する中で多くのこ

＜自分を大切であることを認めるとは＞ とを学んだと思います。また，11月23日は，みやまコンセールで

子どもたちが自分を肯定的に認めて，ありのままの自分に自 県小学校歌声アンサンブルコンテス

信をもち，自分をかけがえのない価値あるものとして思えるよ トが行われ，合唱部の児童が出場し
うになること。すなわち自尊感情を育成することです。自分は ました。７人という少数ですが，練
大切な人間なんだと思うことが重要です。 習してきた「変わらないもの」とい
＜他の人の大切さを認める＞ う曲を美しい声で歌い，銀賞をいた
自分の大切さに気づき，そして同じように他の人も大切な人 だきました。金管バンドは12月，合

だと気づくことが重要です。しかし，自尊感情だけでは，「他 唱団は１月にそれぞれ行われる県の
の人も大切だ」と思うようにはなりません。「他人の役に立っ 合奏祭，合唱祭に向けて練習を重ね

た，他人に喜んでもらえた。」等の自己有用感を育てていくこ 緊張したけどがんばりました ていきます。

とが大切です。そのためには，子どもたちを「褒めて育てる」 11月26日は，芸術鑑賞会でした。鹿児島市の劇団エルフシアタ

という発想に，もう一歩踏み出して「認められて（自信をもっ ーを招いてのミュージカルを楽しみました。音響や照明も本格的

て）育つ」という発想が大切だと思います。 なもので，普段なかなか見る

＜思いやりの心を大切に＞ 機会の少ない子どもたちも，

思いやりとは，相手の気持ちを考えて自分の思いを相手に届 舞台から直接伝わってくる台

けたり，行動したりすることです。「こんなことを言ったら相 詞，歌声，ダンスの力強さや

手が傷つくかもな」とか，逆に「こんなことをしたら相手が喜 美しさを肌で感じることがで
ぶだろうな。」と相手のことを考えることです。 きました。また，後半は歌や

ご家庭や地域でも子どもたちの自尊感情・自己有用感を高 踊り，発声法など劇団の方と

め，「思いやり」の心であふれた学校・家庭・地域を共につく 一緒に体験し，表現する楽し

っていきましょう。 さや難しさを学びました。 子どもたちとの共演もありました

文化の秋を楽しみました


